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研究成果概要 

スーパーカミオカンデ検出器において観測される宇宙線ミューオンの崩壊電子データ 

を解析することで、宇宙線ミューオンの電荷比と偏極を測定した。 本年度は、昨年度ま

でに公表した電荷比と偏極測定に関する解析結果を拡張して、2008年から 2022年まで

の観測データの中で、周期的な変動が含まれていないか、Lomb-Scargle法を用いて評価

した。下図は Lomb-Scargle法で得られた power spectrumである。 

最終的に、電荷比も偏極も測定精度の範囲では、周期的な信号は発見されなかった。ま

た、宇宙線ミューオンの入射方向と山での伝搬距離によって、Super-Kamiokande検出

器に届く宇宙線ミューオンの(地表での)エネルギー範囲が異なることを利用して、電荷

比と偏極の天頂角、方位角依存性を評価した。以上の成果と、昨年度までに公表した結



果と合わせて、研究成果を国際会議 (ICRC2023)で報告した。その後、解析手法と解析

結果を pre-printとして公表した。 
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